
第８期介護保険事業計画「取組と目標」に対する自己評価シート

※「介護保険事業（支援）計画の進捗管理の手引き（平成３０年７月３０日厚生労働省老健局介護保険計画課）」の自己評価シートをもとに作成

区分 現状と課題 第８期における具体的な取組
目標

（事業内容、指標等）
実施内容 自己評価 課題と対応策

①自立支援・介
護予防・重度化

防止

虚弱がみられる高齢者が増加するなかで、介護
サービスの利用までは要さないが何らかの介護
予防の取組が必要と判断される者などに対し
て、自立支援、介護予防、悪化防止のための介
護予防・生活支援サービスの実施が必要となっ
ている。口腔と栄養に関する問題は、自覚症状
が低く、状態悪化してからの対応となることが
多いため、早期にリスクを捉え適切な対応を取
ることが、介護予防・重度化防止には必要であ
る。

本市における介護予防・生活支援サービスとして、要
支援者、事業対象者の口腔・栄養の機能低下の状況
に応じて、栄養士・歯科衛生士が自宅を訪問し、口腔
ケアや栄養状態の改善を短期集中的（３～６か月）に
行う訪問型サービスC（短期集中予防サービス）を実
施。

〇訪問型サービスＣ（短期集中予防サービス）
      　　R2   　R3  　R4  　R5
実人数　2　　　8      8      8
延人数　5　　30     30     30
※R2は実績値、R3以降は目標値

〇訪問型サービスＣ（短期集中予防サービス）
 (R3実績）

　実人数　　 　11人
　延べ人数　　45人

◎

令和２年度から事業を開始し、令和３年度は計画よりもサービ
ス利用者が多く、短期集中的に口腔や栄養など食生活に関す
る支援を行うことで、自立支援や重症化予防を行った。実施件
数を積み重ねて課題を整理する方針。

①自立支援・介
護予防・重度化

防止

高齢化が進展するなかで、特に高齢者単身世帯
や認知症高齢者の増加が顕著となっている。こ
れらの高齢者は、問題の露見が遅れ深刻化につ
ながりやすいことから、関係機関や地域との連
携の上で積極的に状況の把握を行い、早期に各
種サービスを紹介するなど、対応が必要となっ
ている。

保健・医療・福祉の関係部門と連携し、以下のような
機会を活用して、基本チェックリストを用いて介護予
防が必要と思われる高齢者の健康状態などを把握
し、地域体操教室やますますげんき教室、歯科検診・
相談、栄養相談や料理教室の紹介などを実施
・75歳以上で介護サービスを利用していない在宅高
齢者の訪問調査
・介護予防講座や温泉健康セミナーなどの参加者
・本人や家族からの窓口や電話での相談
・主治医や民生委員など関係機関や地域からの提供
情報
・要介護認定における非該当者の情報

○介護予防把握事業の実施
　　　　    　(R2)  　(R3)    (R4)   (R5)
　基本チェックリスト実施数
　　　       1,408 　1,500  1,500 　1,500
※R2は実績値、R3以降は目標値

○介護予防把握事業の実施
  　 (R3実績)
   基本チェックリスト実施数   902 

○

○課題：75歳以上の人口増加が進んでおり、市内全数を実態
把握するまでの時間がかかる。新型コロナウイルス感染拡大
防止のため、調査用紙を事前に配付し、後日回収する方法で
調査を行っている。感染が拡大すると、調査を見合わせるた
め、目標の調査数にならない状況。
対応策：市や地域包括支援センターによる把握のほか、他部
署との連携、見守り安心ネットワーク協力団体の協力による
緩やかな見守り体制の充実を図りながら、より一層の早期発
見・対応に努める。

①自立支援・介
護予防・重度化

防止

　全国的に高齢化が進展するなかで、中空知地
域は産炭地として発展してきた歴史的・地理的
背景などにより道内でも高齢化率の高い地域と
なっている。そのため、今後団塊の世代の75歳
到達などによりさらに介護サービス給付の増大
が予想される状況において、介護予防普及啓発
事業の意義がますます高まっているところであ
り、より一層の推進が必要となっている。

日常生活の機能向上、介護予防意識の向上等を図
るため介護予防に関する知識や情報を提供する介護
予防講座

〇介護予防講座の開催
　　　　　　　   　　(R2)　（R3）（R4）（R５）
　開催回数      10 　　10　　15　　15
　延参加者数   144　　200　300　300
　　R2は実績　　R3以降は目標値

〇介護予防講座の開催
　（R3実績）
　開催回数　一般向け　2回
　　　　　　　　通いの場　8回
　延参加者数　一般向け　13人
　　　　　　　　　通いの場　143人

※新型コロナウイルス感染症の影響により、実施
予定の講座が中止となった。実施できた講座につ
いては定数少なくし実施した

○

〇課題：令和2年度に比べて、感染症対策などを行い実施す
ることができたが、講話の内容の展開について工夫が必要。

〇対応策：今後の介護予防講座については、感染症対策を行
い、会場の広さなど工夫して必要な講座を行う。また、フレイ
ル予防などのメニューにも工夫を行う。

①自立支援・介
護予防・重度化

防止

　全国的に高齢化が進展するなかで、中空知地
域は産炭地として発展してきた歴史的・地理的
背景などにより道内でも高齢化率の高い地域と
なっている。そのため、今後団塊の世代の75歳
到達などによりさらに介護サービス給付の増大
が予想される状況において、介護予防普及啓発
事業の意義がますます高まっているところであ
り、より一層の推進が必要となっている。

・運動による体力づくり、転倒予防などの介護予防を
促進するため民間の温水プールを活用した水中運動
や自宅で継続可能な運動の技術的な指導を実施す
る運動チャレンジ教室（生涯げんき教室）

〇運動チャレンジ教室（生涯げんき教室）の実施
　　　　　　　　   (R2)　（R3）　（R4）　（R5）
　実施回数　　　 24    24     24     24
　実参加者数　  　9    20     30     30
　延参加者数　  94   160   250    250
※　R2は実績　　R3以降は目標値

〇運動チャレンジ教室（生涯げんき教室）の実施
　（R３実績）
　実施回数　　　24
　実参加者数　 13
　延参加者数　 177

 ※新型コロナウイルス感染症の影響により、年間
の定員を50名から20名。

○

〇課題：新型コロナ感染症の影響により、1クール目の期間中
に休止となり、２クール目に実施するための準備などの期間
が短くなり十分に参加者を募集することができなかった。

〇対応策：感染症対策と1クール12回の実施とするかどうかを
含めて事業計画を行う。

①自立支援・介
護予防・重度化

防止

　全国的に高齢化が進展するなかで、中空知地
域は産炭地として発展してきた歴史的・地理的
背景などにより道内でも高齢化率の高い地域と
なっている。そのため、今後団塊の世代の75歳
到達などによりさらに介護サービス給付の増大
が予想される状況において、介護予防普及啓発
事業の意義がますます高まっているところであ
り、より一層の推進が必要となっている。

・低栄養状態の予防、自立した日常生活を推進する
ため開催する料理作りのつどい

〇料理作りのつどい・地域料理教室の開催
　　　　　　　　   (R2)　（R3）　（R4）　（R5）
　料理作りのつどい開催回数
　　　　　　　      9       12     12      12
　地域料理教室開催回数
　　　　　　　      0        3       3        3

　延参加者数　49    132    132     132
※R2は実績値、R3以降は目標値

〇料理づくりのつどい・地域料理教室の開催
　(R３実績)
　料理作りのつどい開催回数　 7回
　地域料理教室時開催回数　 　0回
　延参加者数　　　　　　　　　　　38人　

△

〇課題：新型コロナウイルスの影響により、料理教室の開催を
一部中止、再開後も外出を自粛する方が増えたことから、計
画より参加者が少なくなった。地域料理教室に関しても開催が
難しかった。

〇対応策：中止期間はレシピや栄養に関するお便りを送付
し、低栄養予防の啓発を行った。感染状況が落ち着いてきた
ら、予防対策を実施した上で従来通りの調理数及び喫食形式
に戻し、広報で周知する。また、介護予防講座等、高齢者の
集まる場で料理教室の紹介をし、新規の参加者を募る。　　　　　　　　　　　　　　　　

①自立支援・介
護予防・重度化

防止

　全国的に高齢化が進展するなかで、中空知地
域は産炭地として発展してきた歴史的・地理的
背景などにより道内でも高齢化率の高い地域と
なっている。そのため、今後団塊の世代の75歳
到達などによりさらに介護サービス給付の増大
が予想される状況において、介護予防普及啓発
事業の意義がますます高まっているところであ
り、より一層の推進が必要となっている。

・健康維持と介護予防において重要な口腔機能を低
下させないため市内老人クラブ等を対象として口腔内
観察、健康講話、口腔ケアなどを実施する高齢者口
腔ケア教室

〇高齢者口腔ケア教室の開催
　　　　　　　 　　 (R2)　（R3）　（R４）　（R5）
　開催回数　　     8    20      20      20
　延参加者数　 109  250     250    250
※R2は実績値、R3以降は目標値

〇高齢者口腔ケア教室
の開催
（R３年度）
開催回数　　　11回
延参加者数　143人 ○

〇課題：長引くマスク生活でオーラルフレイルが起きているこ
とが危惧されたが、老人クラブ等の集まり自体が中止となる時
期があり予定数実施することができなかった。

〇対応策：マスクをしたままできる体操やオーラルフレイルの
簡単チェックを取り入れた。老人クラブ活動が再開したところ
から調整し、早期に実施できるように働きかけた。

第８期介護保険事業計画に記載の内容 R3年度（年度末実績）
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区分 現状と課題 第８期における具体的な取組
目標

（事業内容、指標等）
実施内容 自己評価 課題と対応策

第８期介護保険事業計画に記載の内容 R3年度（年度末実績）

①自立支援・介
護予防・重度化

防止

　全国的に高齢化が進展するなかで、中空知地
域は産炭地として発展してきた歴史的・地理的
背景などにより道内でも高齢化率の高い地域と
なっている。そのため、今後団塊の世代の75歳
到達などによりさらに介護サービス給付の増大
が予想される状況において、介護予防普及啓発
事業の意義がますます高まっているところであ
り、より一層の推進が必要となっている。

・介護予防・健康増進等を支援するため身近な場所
で看護師による専門的な健康相談を受ける機会を提
供する老人クラブ巡回相談

〇老人クラブ巡回相談の実施
　　　　　　　　　 (R2)　　（R3）　（R4）　（R5）
　実施回数　　　 63     150    150   150
　延参加者数　 719   1500  1500  1500
※R2は実績値、R3以降は目標値

〇老人クラブ巡回相談の実施
　（R3実績）
　　実施回数　　69　　
　　延参加者数　 712 

※新型コロナウイルス感染症の影響により、老人
クラブの活動が休止した期間があり、実施回数、
参加者ともに少なかった。

△

〇課題：飲食を伴う老人クラブの休止に伴い、高齢者がフレイ
ルなどの虚弱な状況になる可能性がある。高齢化などの理由
で1年間で2カ所の老人クラブが廃止となった。

〇対応策：高齢者がフレイルなどの虚弱な状況になる可能性
があるため、今後も健康教育などの内容を検討しつつ個別支
援を行う。廃止となった老人クラブの利用者の個別相談を実
施する。

①自立支援・介
護予防・重度化

防止

高齢化の進展に伴い虚弱がみられる高齢者が増
加するなかで、閉じこもり解消のために外出機
会を要する者や、介護サービスの利用までは要
さないが何らかの介護予防の取組が必要と判断
される者などに対して、自立支援、介護予防、
悪化防止のための介護予防・生活支援サービス
の実施が必要となっている。

閉じこもりの防止や介護予防のため、週1回の有効な
外出機会として、通所による運動機能の向上、栄養
改善、口腔機能の向上、参加者の交流促進を図る。

〇一般介護予防事業（ますますげんき教室）の実
施
　　　　　　　　　　　(R2) (R3) (R4)  (R5)
　実施回数　　    　67   80　 80　  80
　実参加者数　     25　  32　 34   36
　延参加者数  　　687   800  840 880
　介護予防講座
    開催回数 　       4     2     2     2
    延参加者数      39   24   26    28 
　栄養講座
    開催回数 　       0     2    　2     2
    延参加者数       0    24   26     28
　歯科講座
    開催回数 　       4      2     2     2   
    延参加者数      41    24    26    28       
　温泉講座
    開催回数 　       0     -    -     -
    延参加者数       0     -    -     -
　屋外活動
    開催回数 　       2     2      2       2
    延参加者数      22    24   26     28       
　行事
    開催回数 　       0     -     -     -
    延参加者数       0     -    -     -  
※R2は実績値、R3以降は目標値

〇一般介護予防事業 （ますますげんき教室）の実
施 (R3実績)
   　実施回数　　   44
　   実参加者数　  30
　   延参加者数　  504
   　介護予防講座
      開催回数 　     0
      延参加者数     0  
   　栄養講座
      開催回数 　     0
      延参加者数     0  
　   歯科講座
      開催回数 　      2
      延参加者数  　 22        
　   屋外活動
      開催回数 　     2
      延参加者数     23       

○

○課題：一般介護予防事業として介護認定の有無に関わらず
外出機会の少ない虚弱高齢者を対象に実施している。
感染対策に配慮して実施しているが、まん延防止措置による
休止が続き、実施回数、人数は計画を下回る結果となってい
る。感染対策として、茶話会の時間短縮、終了時間を早める
などしており、各講座の時間確保、新たなメニューの導入が難
しい状況である。
参加者が女性に偏り、男性が参加しずらい状況である。
〇対応策：地域体操教室に来られなくなった人が、継続的に
外出・運動の機会を持つことで要介護への移行を遅らせ、自
立を支援できる取組みとする。
地域体操教室を担当する介護予防係の作業療法士と連携し
ながら、地域体操教室からの移行、教室内容の検討を行う。

①自立支援・介
護予防・重度化

防止

　2025年に向けた地域包括ケアシステムの構築
を進める上で、地域における介護予防拠点・住
民主体の通いの場の整備及びその推進が重要視
されているところである。本市において重要な
地域資源となっている「地域体操教室（いきい
き百歳体操教室）」のさらなる推進や、高齢者
による各種社会参加活動の支援・拡充等を図る
ことにより、高齢者の自立支援、介護予防・重
度化防止のための取組を効果的に推進していく
必要があると考えられる。

・地域における介護予防拠点・住民主体の通いの場
として、「いきいき百歳体操サポーター養成講座」を修
了したサポーター（ボランティア）が中心となり、町内
会、老人クラブなどと協力して、各種体操（運動機能、
口腔機能、認知機能低下予防）や茶話会などのサロ
ン活動等を行う地域体操教室（いきいき百歳体操教
室）の運営支援事業

〇地域体操教室（いきいき百歳体操教室）の開催
　　　　　　　　         (R2)    （R3）   （R4）    （R５）
　開催地区数　       23　     23         24        25
　延実施回数　 　   480      1000     1050    1100
　参加者実人数       423 　  450      500       600
　参加者延人数        6290  10000  12000   13000
　サポーター実人数  168　  150       160       200　　　　　　　
　サポーター延人数 2419   2000    2200     2500

〇いきいき百歳体操交流大会の開催
　　各会場の90歳以上の表彰を実施
　　　90歳以上表彰者 　  9　    1        1        1
　　　参加者数　　   　  154　   50      50      50

〇サポーター養成講座の開催
　講座開催回数　          2　     2         2           2
　実参加者数　　　      8      15       15         15
　修了者総数　　　  293   308     323      338
〇サポーター情報交換・学習会の開催
　開催回数　　　　   ０       2          2           2
　延参加者数　　  　 ０     50       50        50
R2は実績　　R3以降は目標値

（R３実績）
〇地域体操教室(いきいき百歳体操教室)の開催
　開催地区数　　　26
　延実施回数　　　672
　参加者実人数　　490
　参加者延人数　　8,822
　サポーター実人数　　167
　サポーター延人数　　3485

　※コロナウイルス感染症の影響により、地域体操教
室休止中は、エフエムラジオ放送を実施した。
○エフエムなかそらちラジオ放送
　　年間　　３４回実施
〇いきいき百歳体操交流大会の開催
　※各会場の90歳以上の表彰を実施
　　　90歳以上表彰者　７　
　　　参加者数　　　　99
〇サポーター養成講座の開催
　　講座開催回数　　  2
　　実参加者数　　　11
　　修了者総数　  　304
〇サポータースキルアップ講座・情報交換会研修の開
催　開催回数　　　0　　延参加者数　　0

○

〇課題
　コロナウイルス感染症の影響により、地域体操教室の休止
があり、要介護認定者が増え、いきいき百歳体操参加者も少
なくなった。

○対応策
　コロナウイルス感染症の影響により休止になった際は、今後
も継続して行うこととして、家庭訪問、電話かけ、ラジオ放送な
ど行う。
　今後は、健康教育やフレイルチェック、体力測定などを行
い、予防できる取り組みを実施する。
　感染症の状況をみて、普及啓発活動を再開する。

①自立支援・介
護予防・重度化

防止

　2025年に向けた地域包括ケアシステムの構築
を進める上で、地域における介護予防拠点・住
民主体の通いの場の整備及びその推進が重要視
されているところである。本市において重要な
地域資源となっている「地域体操教室（いきい
き百歳体操教室）」のさらなる推進や、高齢者
による各種社会参加活動の支援・拡充等を図る
ことにより、高齢者の自立支援、介護予防・重
度化防止のための取組を効果的に推進していく
必要があると考えられる。

・高齢者の社会参加活動と介護予防活動を通じた地
域における介護予防の推進を図るためボランティア
活動を行った者や地域体操教室の参加者に対し、活
動に応じたポイントを付与し、還元を行う支えあい・い
きいきポイント事業。
　第８期において、介護予防事業や介護福祉施設な
どでのボランテイア活動については、現在６５歳以上
としている支えあいポイントの登録者を４０歳まで引き
下げることを検討する。

〇支えあい・いきいきポイント事業の実施
　　　　　　　 (R2)    (R3)    (R4)    (R5)   
　支えあいポイント登録者数
　　　　　　　 250     260     270    280     
　いきいきポイント登録者数
　　　　　　　 700     600     650    700
　施設等登録件数  
                18       54      54      55  
※R2は実績値、R3以降は目標値

〇支えあい・いきいきポイント事業の実施
 　 (R3実績)
　支えあいポイント登録者数     262
　いきいきポイント登録者数     521
　施設等登録件数        58  

◎

〇課題：制度開始から5年が経過し、介護予防の効果的な事
業として定着してきたが、参加者の高齢化も進み、比較的若
い世代の参加者増に向け、制度の検証・周知により参加者の
募集を図っていく必要がある。
〇対応策：ボランティアセンター関係者及びいきいき百歳体操
教室関係者との検討会議等を行い、対象者の若年層への拡
大検討や広報誌への掲載やチラシの配布なども行う。

2



区分 現状と課題 第８期における具体的な取組
目標

（事業内容、指標等）
実施内容 自己評価 課題と対応策

第８期介護保険事業計画に記載の内容 R3年度（年度末実績）

①自立支援・介
護予防・重度化

防止

　2025年に向けた地域包括ケアシステムの構築
を進める上で、地域における介護予防拠点・住
民主体の通いの場の整備及びその推進が重要視
されているところである。本市において重要な
地域資源となっている「地域体操教室（いきい
き百歳体操教室）」のさらなる推進や、高齢者
による各種社会参加活動の支援・拡充等を図る
ことにより、高齢者の自立支援、介護予防・重
度化防止のための取組を効果的に推進していく
必要があると考えられる。

・高齢者の生きがいづくりと健康の維持・増進に資す
るため老人クラブが行う道路、公園、公共施設等の環
境整備活動を支援する生きがいと健康づくり事業

〇生きがいと健康づくり事業の実施
　　　　　　　       (R2)     (R3)    (R4)   (R5)   
　参加クラブ数　   16       15      16     16       
※R2は実績値、R3以降は目標値

〇生きがいと健康づくり事業の実施
 　 (R3実績)
　　参加クラブ数　 13 

◎

〇課題：市内老人クラブの解散により、参加クラブ数を維持す
ることが困難になりつつある。
〇対応策：老人クラブ連合会と連携の上、参加クラブ数の確
保に努めるとともに、クラブが解散しても参加したい方もいる
ので、現存クラブの紹介など、クラブ員の確保も図っていく。

①自立支援・介
護予防・重度化

防止

　2025年に向けた地域包括ケアシステムの構築
を進める上で、地域における介護予防拠点・住
民主体の通いの場の整備及びその推進が重要視
されているところである。本市において重要な
地域資源となっている「地域体操教室（いきい
き百歳体操教室）」のさらなる推進や、高齢者
による各種社会参加活動の支援・拡充等を図る
ことにより、高齢者の自立支援、介護予防・重
度化防止のための取組を効果的に推進していく
必要があると考えられる。

・家族の負担軽減又は緊急時の対応のため一時的な
施設入所サービスを提供する自立支援短期宿泊事
業

〇自立支援短期宿泊事業の実施
　　　　　　      (R2)     (R3)    (R4)    (R5)   
　利用者数　　   0        1        1        1      
※R2は実績値、R3以降は目標値   

〇自立支援短期宿泊事業の実施
 　 (R3実績)
　　利用者数　 0 

×

〇課題：利用希望時に委託先となっている施設の空きベットが
無かったり、事業内容の周知不足などから利用につながらな
い。
〇対応策：委託先施設の追加を含めた事業内容の見直しを
行うとともに、事業の必要性などについても引き続き検討を行
う。

①自立支援・介
護予防・重度化

防止

高齢化の進展に伴い虚弱がみられる高齢者が増
加するなかで、健康の維持、介護予防、閉じこ
もり解消のためには、気軽に集まれる通いの場
が必要である。

高齢者が定期的に自由に参加できる通いの場を確保
するため、用件を満たした住民主体の通いの場の開
催者に対し、高齢者の参加人数に乗じた補助金を交
付し、開催を支援する。

〇介護者予防サロン事業
　　　　　　  　 　　(R2)   (R3)    (R４)   (R５)
　開催箇所数   　 2      　2       2       2        
　延参加者数　5,896　6,540　6,700　　6,700
※R2は実績値、R3以降は目標値

〇介護予防サロン事業 　
 (R3実績)
   　実施箇所数　　    2
　   延参加者数　  9,629

◎

〇課題：前年度は新型コロナウイルス感染による休止期間が
長かったが、今年度は感染対策を取って開催している。再開
後は参加者の要望も高く、当初予定回数より増やしたり、1回
の参加人数が増えたりしている。家から近いところで参加しや
すいよう、箇所数の増が望まれる。
〇対応策：現在開催しているサロンへの補助金を継続。生活
支援体制整備事業とも連携しながら、新規開催を希望する開
催者に情報提供する。

①自立支援・介
護予防・重度化

防止

地域包括ケアシステムの構築を進める上で、リ
ハビリテーションに関与する専門的知見を有す
る者が高齢者の有する能力を評価し改善の可能
性を助言や、地域ケア会議、介護職員員などへ
の技術的助言などの地域リハビリテーション活
動支援事業の実施が、高齢者の自立支援、介護
予防・重度化防止のための取組を効果的に推進
していく必要があると考えられる。

リハビリテーション専門相が地域ケア会議に参加し、
日常生活に支障のある生活行為の要因、改善方法な
ど介護予防ケアマネジメントに対する助言を行う

地域ケア会議における専門的な助言
　　　　　　　　　　(R2)　（R3）（R4）（R5）
　個別地域ケア会議　
　　　　作業療法士　　０　　５　　５　　５

　自立支援サポート会議
　　　 　　薬剤師　 　　10　　12　　12　　12
　　　理学療法士　　　10　　12　　12　　12
　　　作業療法士　　　10　　12　　12　　12
　　　歯科衛生士　　　10　　12　　12　　12
　　  　　　栄養士　　　10　　12　　12　　12
※R2は実績値、R3以降は目標値

地域ケア会議における専門的な助言
　（R3実績）
　個別地域ケア会議　
　　　　作業療法士　　1回

　自立支援サポート会議
　　　　 　薬剤師 　　　11
　　　理学療法士　　　11
　　　作業療法士　　　11
　　  歯科衛生士　　　11
　　　  　　栄養士　　　11

◎

〇リハビリテーションに関与する専門職の参加は計画どおり
実施できている。

①自立支援・介
護予防・重度化

防止

地域包括ケアシステムの構築を進める上で、リ
ハビリテーションに関与する専門的知見を有す
る者が高齢者の有する能力を評価し改善の可能
性を助言や、地域ケア会議、介護職員員などへ
の技術的助言などの地域リハビリテーション活
動支援事業の実施が、高齢者の自立支援、介護
予防・重度化防止のための取組を効果的に推進
していく必要があると考えられる。

居宅支援事業所などからの依頼や相談により、要介
護認定の有無にかかわらず高齢者世帯へより積極的
に家庭訪問を行い、本人・家族・関係介護職などに対
し、作業療法士、歯科衛生士、栄養士が訪問などに
より専門的な助言を行う

訪問などによる専門的な助言

　　　　　　　    　(R2) 　（R3）  （R4）  （R5）
　作業療法士　　177　　150 　150 　 150 
　歯科衛生士　　104　　100　 100　　100
　　　 栄養士　　  14　　  20　　20　　 20
※R2は実績値、R3以降は目標値

訪問などによる専門的な助言
 　(R3実績）

　作業療法士　　252回 
　歯科衛生士　  　56回
　　　  栄養士　　  31回

◎

〇計画よりも訪問依頼が多くなっており、今後、高齢者が増え
るため訪問件数が増える可能性があるが大きな課題はない
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区分 現状と課題 第８期における具体的な取組
目標

（事業内容、指標等）
実施内容 自己評価 課題と対応策

第８期介護保険事業計画に記載の内容 R3年度（年度末実績）

①自立支援・介
護予防・重度化

防止

　口腔機能の維持・向上、生活習慣病予防等の
健康教育と介護予防との間においては密接な関
係性があることから、保健師、歯科衛生士など
の専門職による訪問調査・指導など健康づくり
からのアプローチによる介護予防を進めていく
必要があると考えられる。

・心身に障がいがあり歯科治療や歯科指導を受ける
ことが困難な者に対し、口腔機能の維持・向上を図る
ため、介護サービス事業所等との連携及び歯科医会
の協力により訪問実態調査、口腔衛生指導、歯科検
診等を実施する障がい者等歯科保健医療サービス推
進事業

〇障がい者等歯科保健医療サービス推進事業の
実施
　　　　　　　　  　　　 (R2)　（R3）　（R4）　（R5）　
　訪問実態調査　  　 16 　　20　　　20    20
　訪問口腔衛生指導　90   120   120   120
　訪問歯科検診       　0      1     1      1
　※電話による支援　　46    
※R2は実績　　R3以降は目標値

〇障がい者等歯科保健医療サービス推進事業の
実施
（R３実績）
訪問実態調査　　21
訪問口腔衛生指導　41　
訪問歯科検診　0 ○

〇課題：新型コロナウイルス感染症の影響で、訪問事業が実
施できない時期があった。
口腔栄養アセスメントシートを介護支援専門員に活用してもら
うことで、例年より介護度が軽度で困難感が低いうちに訪問に
つながる様になった。結果、早期に課題解決ができるようにな
り、訪問口腔衛生指導数が減少した。

〇対応策：訪問不可の場合は電話で状況を確認し、助言。介
護支援専門員等と情報共有に努めた。
今後も口腔栄養アセスメントシートを活用し早期介入の増加を
目指す。

①自立支援・介
護予防・重度化

防止

　口腔機能の維持・向上、生活習慣病予防等の
健康教育と介護予防との間においては密接な関
係性があることから、保健師、歯科衛生士など
の専門職による訪問調査・指導など健康づくり
からのアプローチによる介護予防を進めていく
必要があると考えられる。

・生活習慣病や要介護状態等の予防、健康づくりの
知識の普及を図るため、青壮年期からの健康の保
持・増進を目的として各種健康教育を実施する生活
習慣病予防・介護予防に関する健康教育事業

〇ヘルシーエクササイズの実施
　　　　　 　　　　(R2)　（R3）　（R4）　（R5）　
　回数　　　　　　 31     43     43      43
　延人数　　　  435  2800  2800   2800
〇依頼による健康教室の開催
　開催回数        4      5      5        5
　延参加者数　 114  120   120    120
※R2は実績　　R3以降は目標値

(R３実績)
〇ヘルシーエクササイズの実施
　回数　　　28回　
　延人数　 557人  

〇依頼による健康教育の開催

 開催回数   4回
 延参加者数 113人

△

〇ヘルシーエクササイズ
課題：前年に引き続き、新型コロナウイルス感染症の影響で
中止した時期があり、活動量が減り筋力が低下したという声
が多かった。感染拡大防止対策として参加人数を制限したた
め目標値を下回ったが、案内方法を見直すことにより前年より
増加した。
対応策：新規参加者は受付を停止していたが、感染状況を見
ながら、対象を絞って個別で勧奨を行う。

〇依頼による健康教室の開催
今後も継続して実施する。

①自立支援・介
護予防・重度化

防止

　口腔機能の維持・向上、生活習慣病予防等の
健康教育と介護予防との間においては密接な関
係性があることから、保健師、歯科衛生士など
の専門職による訪問調査・指導など健康づくり
からのアプローチによる介護予防を進めていく
必要があると考えられる。

・健康相談や健康診査などにより発見された療養上
の保健指導が必要な高齢者・その家族を訪問し、健
康に関する問題の総合的把握や必要な指導を行う生
活習慣病予防・介護予防のための訪問指導事業

〇生活習慣病予防・介護予防のための訪問指導
の実施
　　　　　　　　　(R2)　（R3）　（R4）　（R5）　　 
　40～64歳　    4　　  40     40     40
　65～69歳     16     50     50     50
　70歳以上     51     90     90     90
         計　　 　71　　180    180  180　
 ※R2は実績値、R3以降は目標値

〇生活習慣病予防・介護予防のための訪問指導
の実施
 　 (R３年度実績)
　40～64歳　15件　 
　65～69歳　29件     
　70歳以上　103件     
         計　　147件　　

◎

課題：新型コロナウイルス感染症の影響で訪問を休止した時
期があったが、訪問件数は前年度を上回っている。高齢者の
保健事業と介護予防事業の一体的実施事業の開始に伴い、
後期高齢者以上の訪問件数が増加した。

対応策：市民の健康課題に合わせた効果的な保健指導を実
施できるよう対象者の抽出基準や保健指導の実施内容を見
直しながら継続して実施する。

①自立支援・介
護予防・重度化

防止

　高齢化が進展するなかで、高齢者単身世帯や
高齢者夫婦世帯、認知症高齢者などの増加が顕
著となっている。このような状況において、高
齢者の安否確認を含めた各種生活支援のための
事業の重要性がますます高まっているところで
あり、より一層の推進が必要となっている。

・高齢者単身世帯に対し乳酸菌飲料の配達と安否確
認を実施する独居老人友愛訪問サービス事業

〇独居老人友愛訪問サービス事業の実施
　　　　　　　         (R2)      (R3)      (R4)      (R5)     
　利用世帯数　　  125       115      117       120      
　延実施回数　 29580    27550   28030   28750   
※R2は実績値、R3以降は目標値

〇独居老人友愛訪問サービス事業の実施
 　 (R3実績)
   　利用世帯数　　  100
       延実施回数　  23537

◎

今後も継続して実施する。

①自立支援・介
護予防・重度化

防止

　高齢化が進展するなかで、高齢者単身世帯や
高齢者夫婦世帯、認知症高齢者などの増加が顕
著となっている。このような状況において、高
齢者の安否確認を含めた各種生活支援のための
事業の重要性がますます高まっているところで
あり、より一層の推進が必要となっている。

・食生活の改善が必要な高齢者世帯に対し夕食の配
達と安否確認を実施する食の自立支援事業

〇食の自立支援事業の実施
　　　　　　　        (R2)      (R3)      (R4)     (R5)  
　利用人数　        62       102      105      105           
　延実施回数　 12000   20600   21260   21260    
※R2は実績値、R3以降は目標値

〇食の自立支援事業の実施
 　 (R3実績)
   　利用世帯数　   　90
       延実施回数　  17546

◎

今後も継続して実施する。

①自立支援・介
護予防・重度化

防止

　高齢化が進展するなかで、高齢者単身世帯や
高齢者夫婦世帯、認知症高齢者などの増加が顕
著となっている。このような状況において、高
齢者の安否確認を含めた各種生活支援のための
事業の重要性がますます高まっているところで
あり、より一層の推進が必要となっている。

・高齢者世帯に対する冬期間の在宅生活支援のた
め、居宅に除雪事業者を派遣する福祉除雪ヘルパー
サービス事業及び地域団体に小型除雪機を貸与する
コミュニティ除雪事業

〇福祉除雪ヘルパーサービス事業の実施
　　　　　　　        (R2)       (R3)     (R4)      (R5)     
　利用世帯数　    350      350      350      350     
　延実施回数　   8400    8400     8400    8400     
〇コミュニティ除雪事業の実施
　貸与団体数　　     3         3          3         3         
※R2は実績値、R3以降は目標値

(R3実績)
〇福祉除雪ヘルパーサービス事業の実施
　利用世帯数　     321
　延実施回数　   8780 
〇コミュニティ除雪事業の実施
　貸与団体数　　     2 

◎

今後も継続して実施する。

①自立支援・介
護予防・重度化

防止

　高齢化が進展するなかで、高齢者単身世帯や
高齢者夫婦世帯、認知症高齢者などの増加が顕
著となっている。このような状況において、高
齢者の安否確認を含めた各種生活支援のための
事業の重要性がますます高まっているところで
あり、より一層の推進が必要となっている。

・高齢者世帯に対し緊急時において消防署に通報す
る装置の貸与を行う緊急通報システム整備事業

〇緊急通報システム整備事業の実施
　　　　　　　          (R2)    (R3)    (R4)    (R5)
　延貸与者数　     2150   1370   1370   1390           
　月平均貸与者数　 180    114     114     116      
※R2は実績値、R3以降は目標値

〇緊急通報システム整備事業の実施
 　 (R3実績)
 　延貸与者数　　      1146
 　月平均貸与者数　      96

◎

〇貸与者数が減少傾向にあるが、在宅生活を安心して過ごす
ため、今後も継続して実施し、制度の周知に努める。
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区分 現状と課題 第８期における具体的な取組
目標

（事業内容、指標等）
実施内容 自己評価 課題と対応策

第８期介護保険事業計画に記載の内容 R3年度（年度末実績）

①自立支援・介
護予防・重度化

防止

　高齢化が進展するなかで、高齢者単身世帯や
高齢者夫婦世帯、認知症高齢者などの増加が顕
著となっている。このような状況において、高
齢者の安否確認を含めた各種生活支援のための
事業の重要性がますます高まっているところで
あり、より一層の推進が必要となっている。

・高齢者世帯に対し緊急時に備えかかりつけ医、緊
急連絡先等を記載し冷蔵庫等に貼付する情報キット
の配付を行う救急医療情報キット配付事業

〇救急医療情報キット配付事業の実施
　　　　　　　      (R2)     (R3)     (R4)    (R5)   
　配付世帯数　   26     130      130     120 
※R2は実績値、R3以降は目標値

〇救急医療情報キット配付事業の実施
 　 (R3実績)
 　配付世帯数　  190  

◎

〇今後も継続して実施し、広報誌や町内会の班回覧などを利
用し配布の拡大に努める。

①自立支援・介
護予防・重度化

防止

　高齢化が進展するなかで、高齢者単身世帯や
高齢者夫婦世帯、認知症高齢者などの増加が顕
著となっている。このような状況において、高
齢者の安否確認を含めた各種生活支援のための
事業の重要性がますます高まっているところで
あり、より一層の推進が必要となっている。

・高齢者世帯に対し緊急時の連絡手段を確保するた
め電話加入権の貸与を行う老人福祉電話貸与事業

〇老人福祉電話貸与事業の実施 
　　　　　　　　          (R2)     (R3)     (R4)     (R5)   　
  延利用者数　　      48       48        36       36              
　月平均貸与者数　    4        4         3         3       
※R2は実績値、R3以降は目標値

〇老人福祉電話貸与事業の実施
 　 (R3実績)
 　延利用者数　　       48        
 　月平均貸与者数　      4 

◎

今後も継続して実施する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
携帯電話の普及等により、新規の需要が無くなってきたため、
現在の利用者への貸与が終了次第事業の廃止を予定する。

①自立支援・介
護予防・重度化

防止

　高齢化が進展するなかで、高齢者単身世帯や
高齢者夫婦世帯、認知症高齢者などの増加が顕
著となっている。このような状況において、高
齢者の安否確認を含めた各種生活支援のための
事業の重要性がますます高まっているところで
あり、より一層の推進が必要となっている。

・老人特定目的住宅に入居している高齢者世帯に対
し朝夕の安否確認や緊急時の対応等のサービスを提
供する老人特定目的住宅安否確認事業

〇老人特定目的住宅安否確認事業の実施
　　　　　  　         (R2)     (R3)     (R4)      (R5)    
　延利用件数      540      540      540      540              
　延確認回数　 24450   24450   24450   24450    
※R2は実績値、R3以降は目標値

〇老人特定目的住宅安否確認事業の実施
 　 (R3実績)
 　延利用件数　　    526   
 　延確認回数　    17970　　 

◎

今後も継続して実施する。

①自立支援・介
護予防・重度化

防止

高齢化が進展するなかで、高齢者単身世帯や高
齢者夫婦世帯、認知症高齢者などの増加が顕著
となっている。このような状況において、高齢
者の安否確認を含めた各種生活支援のための事
業の重要性がますます高まっているところであ
り、より一層の推進が必要となっている。

・はいかいの心配のある高齢者に対しＧＰＳ等による
位置探索システムの導入初期費用の一部を助成する
はいかい高齢者等位置探索システム助成事業

〇はいかい高齢者等位置探索システム助成事業
の実施
　　　　　　    (R2)   (R3)   (R4)   (R5)
　利用者数　　0        2        2        2
※R2は実績値、R3以降は目標値

〇はいかい高齢者等位置探索システム助成事業
の実施
 　 (R3実績)
 　新規申請者数　　0  ×

○課題：発信機を本人に持たせる必要があるため、本人の症
状によっては機器の利用が難しい。ただ、うまく利用できれ
ば、発見がスムーズになるため、家族の安心感につながる。
○対応策：今後も継続して実施する。機器の情報収集を行
い、情報提供できるようにする。

①自立支援・介
護予防・重度化

防止

　高齢化が進展するなかで、高齢者単身世帯や
高齢者夫婦世帯、認知症高齢者などの増加が顕
著となっている。このような状況において、高
齢者の安否確認を含めた各種生活支援のための
事業の重要性がますます高まっているところで
あり、より一層の推進が必要となっている。

・要介護認定等の結果が「非該当」であった者のうち
転倒の危険性が高い高齢者に対し福祉用具購入及
び住宅改修費用の一部を給付する自立支援用具購
入費等給付事業

〇自立支援用具購入費等給付事業の実施
　　　　　　　  (R2)   (R3)    (R4)     (R5)
　利用件数    0       2        2         3
※R2は実績値、R3以降は目標値

〇自立支援用具購入費等給付事業の実施
 　 (R3実績)
 　利用件数　　0

×

〇課題：要介護認定の結果が「非該当」と判定された方のう
ち、転倒の危険性が高い方が対象となる事業であり、必要性
の高い方については概ね要介護認定が該当するため、利用
希望者が少ない事業である。
〇対応策：引き続き地域包括支援センター等の関係機関との
連携を図り、制度の周知及び利用希望者の把握に努める。

①自立支援・介
護予防・重度化

防止

　高齢化が進展するなかで、高齢者単身世帯や
高齢者夫婦世帯、認知症高齢者などの増加が顕
著となっている。このような状況において、高
齢者の安否確認を含めた各種生活支援のための
事業の重要性がますます高まっているところで
あり、より一層の推進が必要となっている。

・介護保険施設又は医療機関に入所等している要介
護認定者等に対し在宅復帰に向けた外泊のために
必要な福祉用具・医療用具の貸与及び訪問介護費
用の一部を給付する一時帰宅支援費給付事業

〇一時帰宅支援費給付事業の実施
　　　　　　　 (R2)   (R3)    (R4)     (R5)
　利用件数   1       2       2        3
※R2は実績値、R3以降は目標値

〇一時帰宅支援費給付事業の実施
 　 (R3実績)
 　利用件数　　0

×

〇課題：既に介護保険施設又は医療機関に入所等している
要介護認定者が居宅での生活に復帰するための支援である
ため、対象者が少なく、利用者の予測もつきにくい事業であ
る。
〇対応策：引き続き医療機関等との連携を図り、制度の周知
及び利用希望者の把握に努める。

①自立支援・介
護予防・重度化

防止

高齢化や核家族化、人口減少などを背景とした
社会の世帯構造の変化が著しい状況下におい
て、要介護者のみならず家族介護者を含めて、
安心してその人らしい生活を継続できるように
するため、家族介護者の精神的・身体的・経済
的負担を軽減するための家族介護者支援事業の
意義がますます高まっているところであり、よ
り一層の推進が必要となっている。

・介護者の心身のリフレッシュを図り介護負担の軽減
につなげるため開催する介護者サロン

〇介護者サロンの開催
　　　　　　  　 　　(R2)   (R3)    (R４)   (R５)
　開催回数　    　 3       4       4         4        
　延参加者数　   92　　80　   80　　80
※R2は実績値、R3以降は目標値

〇介護者サロンの開催
 　 (R3実績)
   　実施回数　　    2
　   延参加者数　  59

○

〇課題：認知症高齢者が増えており、認知症の症状によって
は（初期の認知症や嫉妬妄想がある認知症など）介護保険
サービスにつながりにくい人が多く、孤立した中で介護されて
いる方は多く潜在している。コロナによる自粛生活により、介
護者への負担が大きくなっている。新型コロナウイルス感染拡
大により、予定していた回数は実施できず、個別対応を余儀
なくされた。
〇対応策：参加者の拡大に向けて「あけぼの会」など関係団
体と連携し、介護者の意向に沿った内容となるよう工夫を図
る。また、ケアマネージャーとも連携しながら未利用者にも事
業の存在が伝わるよう、より一層周知徹底を図る。

①自立支援・介
護予防・重度化

防止

　高齢化や核家族化、人口減少などを背景とし
た社会の世帯構造の変化が著しい状況下におい
て、要介護者のみならず家族介護者を含めて、
安心してその人らしい生活を継続できるように
するため、家族介護者の精神的・身体的・経済
的負担を軽減するための家族介護者支援事業の
意義がますます高まっているところであり、よ
り一層の推進が必要となっている。

・要介護度３以上の認定を受けた排尿・排便全介助
の要介護者を在宅で介護する家族等に対し介護用品
を支給する家族介護用品支給事業

〇家族介護用品支給事業の実施
　　　　　　   (R2)   (R3)      (R4)     (R5)
　受給者数　 19     16        16       17       
　利用枚数  732    715      715      760
※R2は実績値、R3以降は目標値

〇家族介護用品支給事業の実施
 　 (R3実績)
　受給者数　         16       
　利用枚数　       658   

◎

〇課題：国から交付金対象となる地域支援事業としては事業
の廃止・縮小を指示されており、今後の事業継続について検
討を要する。
〇対応策：令和3年7月支給分より対象介護用品の見直しを行
い、「常時失禁等が認められる要介護者の排泄の介助」に要
する介護用品に限定した。要介護者の在宅生活を支える介護
者を支援するため、今後も事業を継続するとともに、啓発啓蒙
に努める。

5
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①自立支援・介
護予防・重度化

防止

　高齢化や核家族化、人口減少などを背景とし
た社会の世帯構造の変化が著しい状況下におい
て、要介護者のみならず家族介護者を含めて、
安心してその人らしい生活を継続できるように
するため、家族介護者の精神的・身体的・経済
的負担を軽減するための家族介護者支援事業の
意義がますます高まっているところであり、よ
り一層の推進が必要となっている。

・要介護度３以上の認定を受けた寝たきり等により移
動が困難な要介護者に対しリフト付きタクシー等の利
用料を助成するリフト付きタクシー等利用料助成事業

〇リフト付きタクシー等利用料助成事業の実施
　　　　　　   (R2)     (R3)     (R4)     (R5)
　受給者数　 12      15       15        16       
　助成額　 77,300  217,500  217,500  232,000
※R2は実績値、R3以降は目標値

〇リフト付きタクシー等利用料助成事業の実施
 　 (R3実績)
　受給者数　             16       
　助成額　  　  181,400   

◎

〇課題：家族介護用品支給事業と同様に利用者数は減少傾
向であり、家族介護用品支給事業の今後の方向性と併せて
事業の在り方を検討する必要がある。
〇対応策：寝たきり等で移動が困難な高齢者の在宅生活を支
援するため、今後も事業を継続するとともに、啓発啓蒙に務め
る。

②給付適正化

　高齢化の進展による社会保障費の増大が見込
まれるなかで、利用者に対する適切な介護サー
ビスを確保するとともに、介護給付費や介護保
険料の増大を抑制することを通じて持続可能な
介護保険制度の構築に資することを目的する介
護給付の適正化事業の意義がますます高まって
いるところであり、より一層の推進が必要と
なっている。

・要介護認定の判定において重要な判断材料となる
認定調査票の事後点検等を行う要介護認定の適正
化事業

〇要介護認定の適正化事業の実施
　　　　　　      (R2)     (R3)       (R4)       (R5)
　点検実施率   100     100       100       100
※R2は実績値、R3以降は目標値

〇要介護認定の適正化事業の実施
 　 (R3実績)
　点検実施率      100  

◎

今後も継続して実施する。

②給付適正化

　高齢化の進展による社会保障費の増大が見込
まれるなかで、利用者に対する適切な介護サー
ビスを確保するとともに、介護給付費や介護保
険料の増大を抑制することを通じて持続可能な
介護保険制度の構築に資することを目的する介
護給付の適正化事業の意義がますます高まって
いるところであり、より一層の推進が必要と
なっている。

・ケアプランが適切なプロセスを踏まえ「自立支援」に
資するケアプランになっているかの検証・確認や面談
等によるケアマネジメントの質の向上を図るケアプラ
ン点検事業

〇ケアプラン点検事業の実施
　　　　　　     （R2） 　(R3)    (R4)    (R5)
　点検・面談   14　　　12　　　12　　　12
※R2は実績値、R3以降は目標値

〇ケアプラン点検事業の実施
 　 (R３実績)
　点検・面談    13 

◎

今後も継続して実施する。

②給付適正化

　高齢化の進展による社会保障費の増大が見込
まれるなかで、利用者に対する適切な介護サー
ビスを確保するとともに、介護給付費や介護保
険料の増大を抑制することを通じて持続可能な
介護保険制度の構築に資することを目的する介
護給付の適正化事業の意義がますます高まって
いるところであり、より一層の推進が必要と
なっている。

・住宅改修に係る施工前後の審査及び訪問調査によ
る確認並びに福祉用具購入に係る理由書審査及び
聞き取りによる確認・指導等を行う住宅改修・福祉用
具購入点検事業

〇住宅改修・福祉用具購入点検事業の実施
　　　　　　          (R2)  (R3)   (R4)    (R5)
　住宅改修点検   100   100   100     100
　福祉用具購入点検  100 100 100    100
※R2は実績値、R3以降は目標値

〇住宅改修・福祉用具購入点検事業の実施
 　 (R3実績)
　住宅改修点検               100   
　福祉用具購入点検       100   

◎

今後も継続して実施する。

②給付適正化

　高齢化の進展による社会保障費の増大が見込
まれるなかで、利用者に対する適切な介護サー
ビスを確保するとともに、介護給付費や介護保
険料の増大を抑制することを通じて持続可能な
介護保険制度の構築に資することを目的する介
護給付の適正化事業の意義がますます高まって
いるところであり、より一層の推進が必要と
なっている。

・自分が利用したサービスに係る介護保険給付額、
自己負担額等を通知することにより適切なサービス
利用の啓発等を図る介護給付費通知事業

〇介護給付費通知事業の実施
　　　　　　                 （R2）   (R3)    (R4)    (R5)
　給付費通知発送回数   1　　　  １       1        1
※R2は実績値、R3以降は目標値

〇介護給付費通知事業の実施
 　 (R3実績)
　給付費通知発送回数           1   

◎

今後も継続して実施する。
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